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と
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を
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仁
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蹄
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を
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に
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て
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市
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一
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て
は
県

レ
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。
一
種
で
、
産
集
の
器
撤
な
ど
に
よ
一
は
県
、
前
避
は
鶴
世
間
、
属
、

市
と
し
て
は
、
乙
習
の
量
一
り
、
乙
の
面
か
ら
府
民
の
皇
室
は
要
時
そ
の
他
聞

な
ど
に
つ
い
て
は
事
情
の
許
す
一
力
を
掛
佑
し
税
収
を
増
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す
る
一
輔
輔
の
説
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堅
を
持
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す
る
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閤
内
で
採
り
入
れ
、
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望
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一
と
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さ
フ
ょ
方
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と
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た
一
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続
き
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。
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問
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阜
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鵠
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、
ま
た
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七
十
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に
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り
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し
て
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い
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八
農
務
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〕

ち
肘
内
全
般
に
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号
事
項
の
一
〈
大
村
、
的
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、
組
理
一
也
市
政
賠
雲
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侵
は
別
項
の
と
お
り
で
あ
り
ま
一
週
路
の
新
世
の
樋
合
は
、
そ
の
一
品
川
結
少
せ
よ
。
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。
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世

後

工

事

に

潤

手

し

て

い

る

一

瞬

討

し

た

い

。

縄
駐
の
う
ち
災
害
関
係
五
十
七
一
炉
、
未
処
溜
の
分
に
つ
い
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八
十
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り
コ
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も
の
佳
ん
で
い
る
踏
球

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
の
ま
わ
り
を
、
い
ま
人
工
間
盟

鱒
か
し
い
昭
和
三
十
三
年
の
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が
飛
ん
で
お
り
ま
す
@

に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
の
御
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、
人
闘
の
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は
、
い
ま
や
宇
宙

損
妙
お
品
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上
げ
ま
す
。
巻
征
服
し
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年
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簡
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。

て
い
く
た
び
か
、
く
り
返
し
屯

唱
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年
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激
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り
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た

年
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な
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と
思
い
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。

る
と
蔀
い
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す
。

な
こ
と
が
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で
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(
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+
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の
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小
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叫
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し
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、
聞
い
巡
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一
躍
川
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が
市
緩
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締
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っ
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一

wwwE別
問
酬
で
悶
特
じ
ゃ
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一
一
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一
山
婚
式
ポ
ン
プ
の
瀦
搬
訴
を
離

れ
必
勝
務
所
な
ど
関
係
草
取
沿
い
れ
一
い
る
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一
い
鈴
〈
燃
料
総
長
〉
…
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レ
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ほ
し
い
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〈
世
話
}
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せ
の
よ
書
館
度
重
量
一
な
お
菜
量
費
堅
議
一
鍋
尚
一
部
に
一
一
、
三
万
円
霊
一
研
究
し
た
い
a

議

翠

い
a

世
間
搬
な
ζ
定
問
い
一
器
量
と
し
て
臨
時
震
を
一
の
震
が
点
々
と
あ
っ
て
、
と
の
一
説
円
以
上
の
語
、
話
品

て
い
る
の
で
間
宮
霊
長
一
般
げ
る
よ
暴
悪
で
あ
る
。
一
合
計
聞
が
十
両
以
上
の
盤
師
、
一
平
一
一
月
十
例
現
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で
あ
お
u
u

ぃ
.
量
投
勝
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議
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議
た
水
閉
山
・
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仲
間
が
間
一
箇
一
附
の
一

1
1
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1
1
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ハ
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藷
へ
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襲
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う
一
恕
山
議
員
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つ
い
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一
審
志
望
熱
望
し
て
壁
一
一
月
分
お
山
市
即
時
胎

ゃ

く

監

襲

欄
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(
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揺
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堂
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)

十

二

蜘
脳
陣
で
あ
り
、
器
問
中
一
応
の
一
作

JE誌
で
擬
掘
中
。
一
髄
当
レ
な
い
@
(
腕
林
謀
長
)
一
回
二
組
問
米
H
〈
睡
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お
よ
び
五

歩
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は

完

成

す

る
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の

負

担

底

分

に

一

葉

)

百

品

開

出

血

肉

'
f
i
+ま
い

を

〉

i〓
ト
ル
ー
章
、
上
一
主
要
河
川
に
は
砂
肪
ダ
ム
章
一
つ
い
て
。
{
質
轡
地
米
)
抗
日
場
開
閉
架
空
語

訟
は
業
費

oE/側
諸
k
一
で
震
予
定
。
喜
)
一
警
捜
の
一
製
筆
者
負
担
一
米
)
十
五
日

:

a

一
位
関
誌
に
お
け
器
開
工
事
の
一
で
あ
る
。
卓
義
喜
一
軒
一
ニ
十
一
一
言
甫
盟
理

臨

植

え

が

で

き

る

よ

う

K
石
臨
に
つ
い
て
。
(
大
村
)
一
露
撃
の
予
算
は
六
十
万
円
と
一

i
E
l
i
t
-
-
i
i

J

-

一
器
地
に
は
大
事
は
な
か
っ
一
闘
い
て
い
る
が
増
関
さ
れ
た
勺
一
訂
正
昨
母
十
二
月
一
一
十
八
日
付

サ
ー
ビ
ス
に
は
事
欠
か
な
い
よ
一
た
。
関
総
織
の
数
症
に
つ
い
て
一
(
続
網
棚
〉
一
興
行
の
災
輯
復
旧
時
報
=
一
断
八
段

う
に
し
た
い

B

〈

宗

一

暴

露

草

花

と

講

の

上

↑

ζ
れ
は
韓
関
係
予
算
の
な
か
一
回
「
小
選
堅
の
伐
の
ご

@
覇
地
縫
耐
震
の
毒
誌
に
一
窓
義
認
す
る
と
と
に
な
っ
一
の
一
酷
で
あ
る
。
(
臨
蛙
盟
主
盟
関
暗
に
つ
き
町
正
し
ま
す
a

つ

い

て

。

〔

齢

出

ν

一
て
い
印
刷
。
で
今
ま
で
の
よ
う
な
一
勧
鼠
繁
改
良
鍛
及
員
は
全
般
的
に
一
卸
値
地
の
「
(
一
一
一
午
万
円
こ
を
(

期
融
は
十
一
月
ヒ
旬
、
媛
岡
崎
は
一

ζ
と
は
な
い
と
思
う
。
一
盟
国
し
、
例
制
指
導
を
行
っ
て
ほ
一
一
一
一
万
一
千
円
)
、
計
「
C
F
Z
一一万一

十
二
月
に
玉
事
穂
子
の
予
定
a

r

w
議
家
の
換
機
対
策
に
つ
い
て
a

一
し
い
。
(
相
原
)
一
平
円
ど
を
〈
一
エ
主
万
一
千
円
)

き
ロ
一
昨
年
八
昇
平
日
ブ
ラ
一
棋
士
お
初
仰
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
一
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
と
ζ
は
当
初
米
一
グ
ワ
マ
に
は
小
学
校
だ
け
あ
っ
て

4
1
一
ジ
ル
理
問
中
C
し
て
大
村
一
総
選
五
家
臨
一
一
周
ひ
そ
か
に
興
じ
一
作
で
す
@
反
当
六
、
七
俊
控
と
れ
一
モ
ー
ト
ル
翻
で
子
供
を
鎮
め
て
く

L
L
を
出
願
唱
し
た
締
叩
拭
藤
一
て
お
り
ま
す
。
一
る
の
だ
相
で
一
町
歩
と
い
っ
て
も
一
れ
ま
す
@

告
刻
一
氏
(
元
片
初
一
昭
一
一
一
)
一
今
世
界
中
で
麗
災
関
理
由
で
一
番
一
七
反
出
の
作
付
高
輔
で
し
ょ
ろ
。
一
%
減
%

献
一
言
語
府
警
府
民
一
裏
話
器
確
保
し
て
い
る
禾
一
棋
が
大
部
洩
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
土
地
の
な
い
人
主
さ
と
を
心

つ
一
寝
室
£
十
一
斉
誌
の
そ
の
一
つ
は
高
米
が
あ
一
株
の
な
い
所
で
は
反
当
土
一
豊
富
ね
ば
な
ら
な
い
人
は
、
ブ
ラ

司
レ
」
十
七
日
、
十
二
時
門
一
Z
U
M
唱
げ
ら
れ
ま
し
ょ
っ
c

一
あ
っ
た
の
も
聞
い
て
い
ま
す
。
一

~

一

、

、

ル

に

来

れ

ば

梨

な

ら

の

で

し

ょ

浩
一
弼
の
第
一
票
診
り
ま
一

x

x

x

一
十
二
月
に
プ
ラ
ン
タ
事
?
)
一
う
五

2
2し

大
村
の
人

H
H
一
し
た
の
で
、
そ
の
喜
一
乙
の
地
方
の
中
心
都
市
パ
ラ
州
(
一
す
れ
ば
一
一
一
月
に
は
と
れ
ま
ず
し
、
一
ゐ
入
植
レ
て
く
だ
さ
い
。
ブ
ラ
フ

去

を

お

知

ら

uし
ま
す
@
一
日
中
会
長
話
題
石
義
一
留
に
聖
母
青
に
怯
え
て
六
一
連
日
本
よ
り
決
し
て
聴
く
な
い

乏
な
お
間
最
悪
ぱ
一
ベ
レ
語
、
今
霊
童
吹
き
が
一
只
に
と
れ
る
の
話
で
、
我
々
も
才
、
一
関
口
を
そ
ろ
え
て
宮
え
る

7
↑
次
の
と
お
べ
り
で
す
ロ
一
ひ
し
ひ
し
と
贈
じ
ら
れ
、
土
地
主
食
立
特
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
一
と
申
し
て
い
ま
す
。

:

(

庶

章

二

高

価

に

売

れ

る

農

産

物

一

塁

は

多

量

号

、

韓

レ

一

一

て

分

家

す

る

人

も

お

n岳
品
ず

6

一一

政

副

一

米

は

反

当

十

一

一

儀

の

収

穫

一

十

町

歩

ず

ぐ

貰

え

る

の

は

開

喜

一

目

第

九

川

一

一

っ

て

も

蹴

力

で

す

。

B

一
ど
も
、
こ
と
半
怒
時
間
仁
憾
に
な
↑
と
mm
っ

て

い

ま

す

。

一

同

門

昌

一

っ

た

き

わ

れ

、

古

い

舗

で

す

が

x

x

k

一
気
候
は
響
と
し
て
は
非
常
に
良

げ

I

M

一
新
生
の
試
の
中
に
わ
れ
わ
れ
章
一
日
本
露
英
語
草
で
段
々
一
い
し
、
議
喜
字
、
も
っ
と

引
初
?
け
必
叶
一
も
怒
し
い
宮
支
一
の
還
し
た
め
議
し
が
る
の
で
一
ス
リ
ル
が
欲
し
い
さ
つ
で
す
@

リ

吋

師

《

師

?

尚

一

ζ
の

努

は

果

的

要

事

つ

五

り

ま

す

。

一

大

官

邸

ケ

原

か

F

自
ら
れ
た
榊

U

T

(

{

C

R

一
て
、
喜
多
ど
て
も
ぎ
究
る
一
ヤ
ン
マ
l
デ
イ
ゼ
ル

74的

Fも
ま
在
や
っ
て
お
長

×
一
の
で
す
@
5
一
で
一
品
。
現
地
文
化
は
白
木
よ
り
す
す
二
ベ
レ
ム
患
に
居
住
)

♂
選
立
た
ト
マ
ト
は
主
主
り
府
軍
ま
7b晶
、
で
し
さ
つ
@
一
日
本
が
ア
マ
ゾ
ン
に
ど
ん
ど
ん
発

言
ミ
ン
ン
一
一
キ
ロ
四
十
八

3
7
2
4凱
か
ら
輸
入
誇
れ
た
主
主
一
服
す
れ
ば
、
ど
ん
た
に
吉
本
弗

一

一

i
"

一
艇
に
寄
与
す
お
か
、
私
法
一
一
同
良

一e

一
日
本
円
台
は
二
百
一
一
中
門
的
問
、
二
人
の
持
い
ぬ
官
僚
た
人
が
、
日
比
は
一

1

一

一

一

知

っ

て

い

る

の

で

す

一

。

ク
ロ
セ
イ
ワ
ス
は
的
刑
判
五
十
八
一
あ
ん
な
の
か
と
一
総
つ
の
で
囲
る
の
一

一

一

平

一

賠

命

頼

関

り

ま

草

仇

。

問M
J

‘
カ
ン
ラ
ン
が
一
一
一
百
一
一
十
ク
一
だ
そ
う
で
官
、
ペ

来
年
梅
雨
期
ま
で
に

主
要
河
川
は
復
旧
す
る
か

〔

建

設

課

関

係

)

窃
復
旧
慢
託
手
一
円
円
程
度
で
、
来

年
梅
雨
間
ま
で
に
円
田
川
、
鶴
田

宏
一
賀
川
な
ど
柁
泊
濫
し
ほ
い

堤
開
工
事
が
で
き

F

大
村
」

x 

× 


